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外から見た日本の車
文学部教授 多久和新爾． 昨年(198咋） 3月末、福岡掛から北京に直 大理石の墓表には、先生の名前と生没の年号、そ

． 

行した30余名の団体旅行客は、ピカピカの日本製

パスに乗せられ、 3泊4日という多忙な観光をす

ませた。私もこのパスで、 3日目に万里の長城で

名高い八達嶺を訪れた。長城はすっかり修復され、

40余年前の面影はふもとに点在する農家にのみ残

っていた。宿舎に戻ると、庭に咲く白い花が桜に

よく似ていると家内が驚いた。部屋のテレビは名

古屋の自動車工場で働く日本の若者たちを放映し

ていた。

その年の11月早朝、私はひとりでニューヨーク

国際空港からコネチカット州行きのリムジーンに

乗った。車体は古く座席は固かった。初老の運転

手は次々に 4名の客を拾ってから、ハイウェイ

に入った。美しく紅葉した樹木の間に立ち並ぶ沿

道の民家のたたずまい、海の色、ニューイングラン

ドの風景は14年前と少しも変わっていない。変わっ

ているのは、日本製の小さな車が巨大なアメリカ

のトラックや大型車にまじって、軽快に走ってい

る姿である。真新らしい日本の乗用車を運転する

中年の白人女性が、私達の車を追い抜きざまに、

白い歯を見せるほどに笑って去った。

終点のニュー ・へイヴン市で下車。翌朝、イエ

ール大学院に近いグロープ・ストリート墓地で、

N.H.ピアソン先生 (1976年没、 66才）のお墓に

めぐり逢うことができた。 I米弱の高さしかない

して SON AND SERVANT OF YALEと刻ま

れていた。ホーゾーン学者であり、蒐集家であり、

偉大な教師でもあった先生の愛車は、自動的に窓

を上下できる当時の高級車であった。青年時代、

先生は高名な人類学者マリノフスキーと共に数年

研究し、影響を受けた。先生のお墓がすぐ近くに

あることを、イエール大学大学院アメ リカ研究科

主任のルイス教授は御存知なかった。宿に帰って、

ローカル・ニュースをテレビで見る。日本の自動

車輸出自主規制が来年も続行されると聞いて、と

ぴあがらんばかりによろこぶデトロイトの自動車

工場で働く人たちと、阿倍晋太郎外相の姿とをダ

ブらせて放送している。

同月 3日から芳9回ASA（アメリカ研究）大会

に出席。 6日の夕方、ダラス空港から小型のプd

ペラ機でテキサスのウェイコー空港に予定より早

く到着。べイラ一大学からマッキニー教授はじめ

10名の出迎えで驚く。同教授のワゴン車は大型

で、空港も広大だった。

さて、 8月1日にはタイム誌が実にユニークな総

合的日本特集号を出した。その日本語版は10月出版、

今年の 2月までに38版という売れ行きである。経済

から文化面まで取材範囲は広く鋭い。だが不思議

なことは、日本の車には数行ふれただけである。

（日米比較文化論 ・比較文学）
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杉野哲谷

今年（昭和59年）の 1月23日我国初の実用放送

衛星「BS -2 a」 （愛称ゆり 2号 a）が種子島

より打ち上げられ、ニューメディア社会への道が

聞かれました。これとの関連において、利用する

側、提供する似Jjそれぞれにと って夢の図書館とは

どんなものか以下考えてみる事にしましょう。

ニューメディアの導入により、従来の手作業に

よる受入や目録カード作りが機械に置き変わり、

伝票を切る手間も省かれ図書館問ネットワークに

より、情報量の急激な増加や、高度で、迅速な情報

要求にも十分対応出来る様になる事でしょう。

そして紙を媒体とした情報（図書館及び、雑誌etc.)

から磁気を媒体とした情報（Disc、MT、ビデオ、

レーザーディスクetc.）へと取り扱う媒体も変わっ

て行き、 名称も図書館で

はなく、情報館と呼ばれ

るかも知れません。そし

てその中は従来の本、雑

誌が整然と並んでいる光

景から一変してコンビュ

ー夕、端末機、ディス

クその他の電子工学機器

が並ぶ感じになるかも知

れません。そしてそこで

の利用者は、それぞれの

必要に応じて、端末にあ

るいはその他の視聴覚機器に向かっている事でし

ょう。これにより必要な情報があらゆる所から瞬

時に集められ、蔵書数で図書館や個人の評価をす

る価値感はなくなり情報格差はなくなるものと思

われます。

そしてそこで働く我々司書は、利用者への助言

や指導に当る一方、よりよく情報を利用する為の

2次情報〔従来の目録、所在、主題、抄録プラス

評価情報（思想統制にならない範囲で） etc.〕を作

成、提供する事により、利用する側、提供する側

お互いの欲求が満され、夢の図書館という事にな

るものと思われます。

（情報サービス課・電算係）

NEW MEDIA I 

品川寿子

現在~，・ろいろな分野で機械化が進んで、います。

図書館とても例外ではなく、目録情報のオンライ

ンデーターベース化、閲覧など図書館業務のコン

ビュータ処理など、これによ ってオンラインによ

る情報検索が図書館のサービスとして提供される

ようになりました。

それでは図書館実務に携わる者として将来の図

書館はどうなるのか、コンビュータの知識などひ

とかけらもないライブラリアンの夢。

キーボード付ビデオ端末機に向かい購入図書の

重複調査、自館のデーターベースより検索。目録

作成も勿論オンラインシステムより耳文りだし、自

館のデータベースに レコード、あの気の遠くな

るようなカード配列もありません。超マイクロや

光ディスクの開発で、「紙」

を使用しない出版物もで

てきましょう 。本のない

図書館が出現するかもし

れません。と云うことは

排架、排列是正という仕

事もなくなりそうです。

利用者も端末機を使って

オンラインキ食索システム

． 

にアクセスすることがで－ー

き、ファクシミリ端末を 司 F

イ吏って即座に情報を入手

できます。又通信システムによって家庭や職場で

居ながらにして情報を得ることができるでしょう。

本のない機械だけが整然と並んだ、まるでSFの

世界のような図書館が出現するかもしれません。

でも膨大な目録カードから目指す資料を捜しだ

した時、いろいろな二次資料（書誌・索ヲ｜）を引

っぱりまわして目指す文献を捜し求めた時のあの

感激は味わうことができないかも知れません。図

書館でふと出会った紙とインクと少しょ突っぽい匂

いの一冊の本。 「矢口識の宝庫」と云われた図書館。

ずっと先には図書館博物館なるもので出会うこと

になるかも知れません。

（整理課・洋書整理係）
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津田鶴太郎

「夢の図書館」と言う と何かファンタジーの世

界に落ち入った感じがするが、私．は専攻の関係上、

現実的なことについて述べてみたい。

今やコンビュータ・ブームの中、情報化社会

（脱工業化社会）という 言葉は我々、就職をひか

えた学生にとって、忘れられない言葉 （条件）の

ひとつであろう。今から先、企業が社会の中で生

きていくために様々な情報を必要とすることは、

我々が企業をつかむために情報を集めることと、

同じようなものである。情報とは食事のおかずと

は成りえなくとも、その味付けのためのスパイス

のようなものであろうと私は思う。だから、我

々はこの氾濫した情報の中から、真に自分に必要

なものを見いだし、利用しなければならないので

ある。

随分と抽象的なことを書いてしまったようだが、

これが現実に、かつ我々の身近なものはとい

うと図書館であろう。色々な人々の「情報」が、

「j舌字」という媒体を通して我々に無料で提供さ

れているのである。これを利用しない法があろう

か。コンビュータ利用法のひとつとして情報検

索というのがある。これなどは将来、図書館に取

り入れられても良いひとつのコンビュータ・シ

ステムであろう。つまり、今までカードの型で整

理されていた情報をコンビュータの補助記憶装

置上におき、各ワークステーションから（テレビ

などで宣伝されているパソコンを想像されたい）

瞬時に必要な情報を取り出すのである。

このように発達（こう言うのはおかしいであろ

うがあえてこの言葉を使用）していく図書館を、

我々はも っと利用しようではないか。いや、利用

しなければならないのではなかろうか。

（商学部経営学科3年）

. NEW.MEDIA必・I

森田陽子

図書館という所は、静かで、厳粛な空間であり、

ただ落ち着いて書物を眺めることができれば、そ

れで十分だと私は思います。そこがかえってメルヘ

ンティックなものであったり、和気あいあいとし

た雰囲気のものであったら、もう静かな空間では

なくなり、図書館としての意味を持たないものに

なるでしょう。そうすると、夢・図書館という、

どちらかと言えば、互いに逆の要素を持ち合わせ

ている両者は、私の頭の中では、どうしてもうま

く結びつかないような気がするのですが…。しか

し本質的な役目を損わない程度に、夢の図書館

について考えてみると、それは半ば現実味を帯ぴ

たものとなってきます。

つまり、実現不可能で、はない夢の図書館、 例え

ば機械化をとり入れた、グーンと便利な図書館で

す。今の図書館には目録はあっても、それによっ

て本の内容を知るということはできません。その

ために、目録で調べて本を子にしても、期待すべ

き内容について記されておらず、再ぴ目録を調べ

直さなくてはならないということも起きてきます。

そこで、ここに機械化をとり入れるのです。例え

ば、ポンとスイッチを押して知りたい項目を記せ

ば、それについて記されている書名が出てきて一

目瞭然という具合にするとか、或いは、 書名を記

せば、即、その概要が把握できるといった具合に

するとか…。例をあげれば切りがありません。

こんな夢のような図書館が実現されるとしたら、

本当に心強いですネ。しかし、もしかしたら、そ

れが夢ではなくなり、現実のものとなる日が来る

かもしれません。その日までは、まだ、夢の図書

館です。

（文学部国際文化学科3年）
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社 会 人 と
二主f

員冗 主日

一先輩より後輩へ－

諸石芳徳

私は少なからず戸惑った。 ふるされた事ではあるが＼現役の学生の方達、特

大学を出て10年程度がたった、いわゆるビジネス に私のようにビジネス社会に出ていこうとされる

社会の最前線で働く者として、一自己啓発のため 方達に助言できる事は、比較的自由なH寺聞がある

の読書ということで何かを書いてくれ ー との依 大学の4年間に本を読んで、おけということである。

頼をうけたのである。 そして単位を取るための本の読み方も大切であろ． 
学生H寺代は別として、社会人になってから果し うが、しかしそうし寸大学での教科書的学問がビ

て自分は職業人として、又社会人として自分を磨 ジネス社会で直接に役立つという事は稀であり、

くための読書ということに時間をさいているだろ 従って本を読むなら、人間の本質的な何かを高め

うかという事を考えた場合、はずかしい限りであ る本の読み方をしてもらいたいということである。

るがほと んどそういうことに時間を費していな なお、図書館の機関紙にこんな事を書いていい

いのである。いま母校の図書館よりこの原稿依頼 のかどうかわからないが、人聞の本質を高めると

をうけて、卒論に追われて通った、あるいは定期 いう事に関連して、自分の学生時代を振り返った

試験中に通った図書館のことを改めて思い出して 時にちょっと気にとまったものだから・・ー…一。白

いる。10年もたてば、きっかった事でもやはりな 分を高める方法として「読書」があるのはもちろ

っか しい事として思い起こすことができる。あの んだが、その他にもいろんな手段がある。幸い、

受付のカウンターの少々無愛想ではあったが、 西南学院大学はキリスト教主義に基づいた精神教

美人の職員の加、今はどうしておられるのであ 育が行われており、その一環としてもチャペル、． 
ろうか等と、そんな事もふと思ったりもした。 とし寸時間が設けられている。自分ができなかっ

私は今、某金融機関で働いており、悲しいかな、 たから反省をこめて思うのであるが、チャペルに

いわゆる 5時に退社できる身の上にはない。仕事 毎回出席して講演を聞いたら、 4年間で計 り知れ

に追われる毎日であり、仕事のうえでどうしでも ない人聞の本質の高揚になる。若者の間で活字離

必要な実務的な本は読むが、自分自身を肥やすと れが顕著で、あると聞き、どうしても活字が嫌いな

いうか、豊かにする、というような教養のための 諸君は実行してもらいたい。

「読書」の時間がほとんどないというのが現状で 何かととりとめのない一文になって しまったが

ある。このようなケースがビジネスマンの大方の 私にとっての「読書」とは、即ち人間の本質を高

者にあてはまるの1ではないだろうか。従って言い めるもの、ということができる。

（昭和50年商学部卒業）
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北 京図書館

（中国国家図書館）

外国図書館シリーズ

一 一中 国一一
文学部教授 樋口 進

北京図書館はテレビなどでよく見かける紫禁城 外国のものは115か国に及んでいるが、その中で英

（天安門、故宮博物院）の西北、景色の美しい北 語、 ロシア語、日本語のものが多く、独語、仏語

海公園の西側にある。

正式の呼柄を 「中国国家図書館」と言い、その

名の通り、中国の代表的な図書館である。ただし、

u乎併のほうは一般には昔通り北京図書館でとおっ

ている。昨年の11月、私はこの図書館に約3週間

ほどかょっfこ。

この図書館の前身は清朝末期にできた京師図書

館で、南宋・明の帝室図書室であった輯照殿 ・文

淵閣の蔵書を基礎にして

発足した。

のものがそれに次ぐ。

私たちの仲間では、古典は北京図書館へ、近代・

現代のものは上海図書館へというのが通説にな

っているが、その言葉通り、この図書館の特徴は

なんといっても古籍善本（内容も校正もよく行き届

いている古い書籍）のコレクションであろう 。全

部を挙げるわけにはいかないので、 中でも特に有

名なものを数点紹介すると、二｜ヒ説大安4年 （458 

年）の敦燥写経「3t'rn~」、

北宋初期の）坂本「 l~ ltii：品目 」、

l年J l;uJの写本「ァk ~米大川」 、

清朝II吃｜径年間編集の議芥

「匹｜庫全書」の文Hll刻本、

それにチベット計十のlり1代

版本「七仏女＂＊本店！日経」、

家古認の 「ジンギスカン

イ云」、「元車Ji秘史」、 Hliu州

写真の、御殿のような

建物が本館(1931年建築）

で、閲覧等の業務は大体

この本館で行われてい

る。 他の付属建造物を含

め、建築延べ面積は約5

万平方メートルとし寸。

開館は朝811寺から午後8 （北京図書館） 語の 「~~［会典」、「家古源

流」などがある。また解放 (l949il三）後は、 マル

クス主義、毛沢東思想、に関する研究著作の収集に

H寺まで、土曜日が休館日で、従業員は950人余りで

ある。敷地はどのくらいあるのか見当もつかない

が、ともかく広々としていて環境が良しE。私は昼

休みには大体そばの北海公園に出掛け、散策したり、

食事をしたりしていたが、時にはそのまま図書館

に戻らないこともあった。

蔵書は約1,100万冊 (1982年度調べ）、内訳は、

図書が557万冊、雑誌が447万冊、各国政府・国連

の刊行物が28万冊、歴代の写本、版本、革命文献

などが60万冊、それに新聞が約3,600種である。

力を入れ、現在も貴重な書籍、初版本などが続々

と入庫している。

近年、国際交流も盛んとなり、諸外国の 2千近

い図書館・研究所と図書 ・資料の交換を行ってい

る。また館内で見かける外国人の数も多い。

建物や施設は古いが、閑静で、落ち着いて読書がで

きるところである。私はわずか 3週間ではあった

が、よい印象を抱いてこの図書館をあとにした。

（現代中国文学）
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各種研修会参加レポート1

「第4回大学図書館研究集会」に参加して

第4回大学図書館研究集会は、昭和58年9月12、

13日の両日、埼玉県嵐山の国立婦人教育会館で、

「大学図書館情報システム化をめぐる諸問題Jを

テーマに、ノfネルディスカッション、 2日間にわた

る分科会、最後に全体会という構成で行われた。

パネルディスカッションでは、学術情報システ

ムの今後の在り方、問題点を中心に議論がなされ

た。とりわけ注目したのは、将来的には、標準化

可能な大学の機械化と各大学独自の機械化を並行

して行うということであった。

分科会では、収書分科会に参加したが、収書業

務の機械化だけでなく、 トータルシステムをめざ

した機械化を考える必要があるのではないかとい

うことであづた。

荒川 勇

全体会では、各分科会の意見の集約が行われ、

議論がなされた。この全体会では、特に、今日の

大学図書館が研究・教育に資するために、学術情

報システムが必要な条件であると共に、増大する

一次情報の中から、有用な情報を捜し出すために

は、二次情報のデータベースをコンビュータに

よって検索することが、最も有効な手段であるこ

とも確認された。

今後の研修会、研究集会等で、機械化、学術情

報システムが中心テーマになってi義論されるであ

ろうし、情報化社会に対応していくために、コン

ビュータに対する関心をさらに深めなければなら

ないと痛感した。 （整理課・係長）

「私大連盟一般研修図書館関係」に参加して

渡辺浩之

私が参加した私大連盟の研修は、愛知県幡豆郡 化については、慎重で、あり、まだ土台づくりの段

のグリーンホテル三ヶ根で、昭和58年10月日日～

14日まで行われた。参加対象が、 3年以上の図

書館経験者で、年齢30歳前後までのものとなって

いたので、活気あふれる研修となった。奇の内容

は、講演とグループ討議、それに全体討議tである。

まず講演では、筑波大学の中山氏による「i未来の

図書館」が、特に興味深かった。次にグル1ーフ。討

議は、あらかじめ提出していたレジュメに基づ

き、 10名前後のグループに別れて討議するもので

ある。私の場合は、洋書整理のグルーフ。に参加

した。討議の内容は、各図書館での日帝業務や

機械化についてが中心になった。ここで、は、各

館共、自館によるオリジナル目録作成の割合を、

少しでも下げようと努力していること、また機械

階にあることがわかり、ためになった。次に全体

会議では、慶応大の JP MAR C利用システム

とIc UのUTLA S利用について、報告と質疑

応答があった。ここで述べられたことは、機械化

は、省力化というよりは、単調な業務からの解放

と利用者へのサービス強化が行えるということ

であった。そして最後に各グルーフ。の代表者が、

討論の内容を発表して、それに対する質疑応答が

行われ、閉会となった。私はこの研修に参加し

て、図書館を機械化する上で重要なことは、日常

業務の現状分析と、館員一人一人が、なんの為の

機械化か、またどうし寸方向へ進もうとしている

のかを、十分認識することであると感じた。

（整理課・洋書整理係）

． 

． 
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表

ー’
考 係

最近利用者から寄せられた参考質問のうちから、 回答例 ： 「教育職員免許法施行規則」に具体

2・3の事例を紹介して、他の利用者の参考に供 的に、宗教とし寸免許教科に必要な専門科目とそ

したい。 の修得単位数等が載っている。

．〔質問 1〕 2 • 3 年~Fi川崎市で起っ た金属パ ッ

卜殺人事件の新聞記事を見たい。

回答例： 日にちがはっきりしない11寺に使用す

ると便利なのが、 「1リrl:l!rl雑誌記事カタログ」 （｜｜ 

外アソ シエーツ） である。これは 2年間の累積版

で、中央、地方の一般口-r1J紙をはじめ、 各種の新

聞、雑誌56誌の記事カタログで、 事項索ヲ｜が付い

ているのが有同である。

〔質問 2〕 ｜明治初期に、 「ザンギリ頭を叩しIて

みれば、 王政復古の音がする……・・・」 とし寸歌が

はやったそ うですが、その当時の世相を反映した

その可欠がi依っているものカ叶可かないfごろうか。

． 回答例： ｜明治｜｜寺代ということですから 「明

治ニュース事・典」 （毎日コミュニケーションズ、

昭58）の事項索引で調べ7てみると、 「新聞雑誌」

の明治4年5月発行のものに載った記事の抜粋が

出ている。それによると次のようになっている。

〔質問4〕 l:IPi和40年、 50年、 58年の消費者物価

指数と賃金 （実質）の指数の推移を知りたい。

回答例： 「日本統計年鑑」の58年版を見ると

｜昭和50年以前については、 5年おきの、昭和50年

以降については毎年の、55年を100とした場合の指

数がでている。ちなみにそれによる指数の推移を

不せば、次のようになっている。

消費者物価指数と賃金指数の推移

昭和55年＝100

~ 消費者物価 賃金 （実質）
昭和40年 3 2 . 4 4 7 . 2 

50年 7 2 . 9 9 3 . 7 

55五F 1 0 0 1 0 0 

58年 1 0 9 . 7 1 0 3 . 8 

〔昭和58年度については、 「日本経済指標」（経済

企画庁） Uf:和58年 2月号より〕

〔関連質問〕 世界各国の消費者物価指数の推移

「近日里俗の歌に、 半髪頭をたたいてみれば、因 を知りたい。

循姑息の音がする、惣髪頭をたたいてみれば、王 回答例：。UnitedNations Statistical Yearbook 

政復古の音がする。じゃんぎり頭をたたいてみれ 0 Monthly Bulletin of Statistics 

ば、文明開化の音がする・……・・」と。 。国際統計要覧 （総理府統計局） 年flj （前記2つ

〔質問3〕 宗教科教育法という科目を開講する の資料の邦訳を掲載）

ことになったが、免許を修得するのに必要な専門科 0 International Financial Statistics ( I MF) 

目やその単位数等が知りたい。 などに載っている。



(8) Seinαn Gαkuin University Librαry Bulletin .NO. 9 8 

大ニュース・お知らせす

＜図書館委員会＞

58.11.18 ①59年度図書館予算の申請について

58.12.16 ①教員貸出図書確認の取扱いについ

て

59. 2 .17 ①オンライン文献情報検索サービス

の実施について

＜研修・出張＞

0昭和58年度大学図書館職員講習会

58 .11. 8～11 於：大阪大学

板谷司書補出席

。第15回（1983年度）国連寄託図書館会議

58 .11.10、11 於：東京大学

小嶋司書出席

。昭和58年度私立大学図書館協会秋季西地区

部会

58.11.11 於：広島修道大学

倉光係長出席

。昭和58年度福岡県・佐賀県大学図書館協議会

福岡地区研究会

59. 1 .31 於：福岡教育大学

杉野、大羽、品川司書、 板谷司書補出席

。科学技術情報流通技術普及説明会

59. 1 . 27 於：熊本市（水前寺共済会館）

今永課長、杉野司書出席

0第15回資料研修会（専門図書館協議会）

59.2.16 於：福岡市（九州、＇＊J:~斉調査協会）

荒川係長、坂口司書出席

0ジャパン・マーク利用者懇談会

59.2.16 於：日本図書館協会

杉野司書出席

＜在庫調査の実施＞

去る 3月6日～13日にかけて、例年のとおり年

1回の蔵書点検を行った。図書館所蔵の約40万冊

の図書について、 1点1点現物との照合調査を行

い、併せて目録、原簿等の整備をはかった。

この間利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしま

した。

告知板

。春休み中の開館 ． 
2月4日（土）～ 4月10日（火）の春休み

中も、平常通り 9時～21時まで開館します。

但し、学習室は閉室し去す。

0春休み長期貸出

1月24日（火）～ 4月23日（月）

（但し、卒業予定者は2月末日まで）

対象および冊－数 学部学生 ｜ 
｝ 5冊以内

専攻科生 ｜ 

留学生別科生 10冊以内

大学院生 20冊以内

0卒業後の図書館利用の手続き

本学卒業生は、社会に出てからも職務上の

研究・調査など、あるいは自己の教養・知

識向上のため本学図書館を利用することが

できます。利用希望者は特別利用者規則に

｛追ってご利用くださし」

特別利用者証発行については、次のものを

提出しなければなりません。

① 特別利用許可願（本館備付） 1 通

② 卒業証明書 1通

③ 証明書用写真（ 3×4 cm) 1葉

④印鑑

⑤手続料金（ 1ヵ月） 100円

※入館、貸出手続きは在学中と変わりませんが、

貸出冊数および期間は年間（休暇中を含め）

を通じて 3冊、 11日以内です。

． 


